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2012年 8月 1日 

栄養学、免疫に関する研究者が札幌に集結！！ 

第 20回統合医療機能性食品国際会議（ICNIM）が開催されました！ 

 

 

■第 20回 統合医療機能性食品国際会議開催 

2012年 7月 21日～22日にかけて、ロイトン札幌（札幌市）にお

いて、AHCC研究会主催（後援：経済産業省北海道経済産業局、

（株）アミノアップ化学）による第 20回統合医療機能性食品国際会

議が開催されました。 

この会は、統合医療に関わる AHCCなどの機能性食品のエビデ

ンスを追求するための、国際的な学術集会で、毎年世界中の研究

者による研究発表が行われています。 今年度は、第 1回開催

（1995年）からかぞえて第 20回目の節目で、参加者数は総勢３７０

名、参加国数２０カ国を数える大規模な研究会となりました。 

＜基調講演＞ 

 基調講演では大阪大学免疫学フロンティア研究センター拠点長

の審良静男（あきらしずお）先生による「自然免疫の最近の進歩」を

テーマに講演が行われ、免疫の分野で名高い先生から最新の研

究情報の解説が行われました。 

＜一般講演・ポスターセッション＞ 

一般講演は 22演題、ポスターセッション 31演題と多数の研究成果が発表されました。研究のテーマとしては

担子菌培養抽出物「AHCC」と低分子化ポリフェノール「オリゴノール」、および北海道産の「シソエキス」「酵素処

理アスパラ抽出物」などの有効性が数多く報告されました。 

＜総合討論＞ 

二日目の「総合討論」ではパネルディスカッション形式にて、「世界各国で統合医療に用いられる機能性食品・

成分の表示と規制－機能性の表示は必要か」をテーマに、各国の研究者らによる活発な討論が行われました。 

この総合討論には、米国 NIHの Paul Coates博士、FDAの Daniel Fabrican博士からのビデオレター、および

パネラーとしてアメリカ、イギリス、ブラジル、フィリピン、中国、日本などの研究者らが自国の健康食品に関する

規制と表示に関する現状や問題点などについての事例が紹介されました。 
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 また、本研究会の演題の中から以下の 3つの演題に対して賞が贈られました。 

【優秀研究報告賞】 

 「AHCCは高濃度グルコースによって誘導される内皮細胞接着結合の崩壊を阻害する」 

 Mehran Haidari（Department of Internal Medicine, Division of Cardiology, The University of Texas Medical 

School, Houston, USA） 

【若手研究者奨励賞】 

 「乳癌補助化学療法に対する AHCCの有害事象軽減効果に関する探索研究」 

 宮路 天平 （東京大学大学院情報学環） 

【優秀ポスター報告賞】 

 「熱ストレス後の白血球、T細胞、B細胞、NK細胞、PGE2、COX-2、オレキシン、HSP70および体温に対するオ

リゴノール摂取の効果」 

 Jeong-Beom Lee（Department of Physiology, College of Medicine, Soonchunhyang University, Cheonan, Korea） 

 

■AHCC研究会とは 

AHCC研究会は AHCCに関する基礎、臨床、開発研究を通じて AHCCの機能解明と、AHCCを用いた疾病の

予防・治療の進歩に貢献することを目的として設立されました。 AHCCの効果と作用機序を科学的・学術的に

検証し、AHCCに興味を抱いて研究に取り組まれる研究者、AHCCを医療に取り入れておられる医師の方々、そ

して AHCCを健康維持のためまたは治療の目的で利用されるエンドユーザーの方々に、その成果をより適確に

お伝えするための研究会です。 

AHCC研究会 WEBサイト（http://ahcc.jpn.org/） 

 

■株式会社アミノアップ化学について 

1984年設立以来、「身近な天然素材から健康に役立つ製品をつくる」という理念

のもと、科学的に裏付けられた機能性の高い素材の開発を行っています。主力製

品の AHCCは、独自の大型タンク培養法、抽出技術を確立して製品化され、世界

十数か国に輸出され、国内外の多くの医療機関で治療の補助として使用されて

います。2011年 9月に工場と事務所棟を新設。事務所棟は「エコハウス棟」と呼

ばれ、太陽光発電、地中熱ヒートポンプ、雪冷房システムなど 70項目の環境技術

を導入し、CO2排出量 50％削減を達成しています。 

詳しくはウェブサイト（http://www.aminoup.co.jp）をご覧ください。 

株式会社アミノアップ化学 

札幌市清田区真栄 363-32 

TEL: 011-889-2277, FAX: 011-889-2288 

 

お問い合わせ先 

フリーダイヤル 0120-022-776 

インターネット http://www.aminoup.co.jp/contact/  
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